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福井県嶺南地域におけるイネヨトウ成虫の発生相
山本公志
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イネヨトウはイネ,ムギ類，トウモロコシおよび飼料
用ヒエ類などの害虫で’北陸地域でも以前から発生して
いたが，イネでの被害が少ないことから，今まであまり
問題視されなかった。

調査結果および考察

イネヨトウ成虫の発生消長2)を第’図および第1表に
示した。当地域での年間の発生回数は3回で，平均発ガ
最盛期は第1回成虫では6月14日，第2回成虫8月9日’
第3回成虫9月20日であった。
世代別の誘殺数は第1回成虫と第3回成虫が多く，第
2回成虫は少ない。

年次による発生相の推移をゑると，第1回成虫では初
飛来日，発ガ最盛期および50%誘殺日が近年やや早まり
誘殺期間が長く，誘殺数が多くなってきている。第2回
成虫でも初飛来日，発ガ最盛期および50%誘殺日がやや
早まっている。第3回成虫では終息日が遅く，誘殺期間
が長く,誘殺数が多くなる傾向がある(第2表)｡発力

ところが近年，イネヨトウによるこれら作物の被害が
多く承られるようになり，福井県嶺南地域では本虫に対
する薬剤散布を実施する必要にせまられている。
著者は，1965年以来イネヨトウ成虫の発生消長を調査
してきたので，ここに報告し，防除上の参考に供したい。

調査方法

三方郡美浜町久々子の園芸試験場の水田に設腫してあ
る予察灯(60W白熱電球）で,1965年から1984年まで，
4月～10月に毎日誘殺数を調査した。

錘表イネ蔓トウ成虫の発生型口
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第1図イネヨトウの勝殺消長
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らの約30％は畑地に転換されて野菜類が栽培されてきた。

一方，当地域では，米の生産調整が1970年から実施され，

水田面積の約10%が休耕地となって散在し，そこには雑

草が繁茂した。さらに1978年からは水田転換面積が約15

％に増加して，ムギ類，飼料用青刈りトウモロコシおよ

びヒエ類が多く栽培されるようになった。これら雑草の

繁茂や本虫の好適寄主作物の栽培が増えたことが誘殺数

の増加に関係していると考えられる。

第1回および第2回成虫の初飛来日，発力股盛期およ

rK50%誘殺日がやや早まる傾向にあるが，これには，水

田転換畑地の増加によるイネヨトウ生息地の気温や湿度

など気象上の変化が関係しているものと推察される。
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’第2表成虫発生相の推移
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第3表発力最盛期および50％誘殺日
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福井県徴南地域でのイネヨトウは年に3回発生し，平

均発ガ股盛期は第1回成虫では6月14日，第2回成虫8

月9日，第3回成虫9月20日であった。

近年，第1回および第2回成虫では発ガ最盛期がやや

早まり，第1回および第3回成虫では誘殺数が多く，誘

殺期間も長くなる傾向がある。
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最盛期および50%誘殺日の変動幅は，第1回および第2
回成虫で大きく，第3回成虫では小さい（第3表)。
宮武1)は，イネヨトウの年間の発生回数は，年平均気
温が10.9.C以下,または4月の平均気温が9.4.C以下の
地域では2回，それぞれが13.6｡C以上，または11.1.C

以上のところでは3回と報告している。敦賀測候所の平
年の年平均気温3)は14b4oC,4月のそれは12.2.Cであ
り，当地域でのイネヨトウの年間の発生回数は3回で，
上記の報告に符号している。

イネヨトウ成虫の誘殺数は，1971年までは少なかった

が，1972年頃から多くなり，1979年からはさらに増加の

傾向にあった。その原因については，この予察灯の周辺
は以前には水田が大半を占めていたが，1972年からそれ
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